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長島　正＊１・林　玲子・西川康之・斎藤幸一＊２・
和田潔志＊３＊４・小山　豊・渡部富男＊３

キーワード：水稲，糯品種，大粒，良食味，玄米品質

大粒で良品質・良食味の水稲糯新品種「ふさのもち」の育成

Ⅰ　緒　　言

　千葉県における糯品種の２００７年の作付け面積は１,７００ha
である．千葉県の糯品種の作付け面積は北海道や佐賀県，
新潟県などのもち米の大産地に比べて少ないが，関東地方
では最大の生産県である．
　千葉県で生産され市場に流通するもち米は，海匝地区を
中心に作付けされる早生の奨励品種「ヒメノモチ」などで
ある．一方，県内には海匝・東葛飾・千葉地区を中心に作
付けされる晩生の奨励品種「ツキミモチ」のように市場外
流通する品種がある．「ツキミモチ」は地域のもち加工業者
やもち米生産者によりもちやあられ等に加工され地元を中
心に販売されたり，もち米が道の駅などで直売されること
も多い．都心に隣接し県内に６００万人の消費人口を抱える
千葉県では，このような地場消費は市場流通と並んでもち
米やもち加工品の重要な販路のひとつとなっている．
　県内における糯品種の作付割合を見ると，早生の「ヒメ
ノモチ」が糯品種の作付けの５２％，晩生の「ツキミモチ」
が３３％を占めている（千葉県農林水産部生産販売振興課，
２００９）．
　もち米の消費は１２月から翌年の１月に集中するため，早
期出荷の有利性が小さいことから，もち米生産者は粳品種
との収穫作業の競合を避けることに主眼を置いて，糯品種
を選択しているものと考えられる（米穀安定供給確保支援
機構，２０１０）．
　本県で多く栽培されている奨励品種の「ヒメノモチ」は，
多収で玄米の外観品質が良く，もち色も優れているが，耐
倒伏性が弱く穂発芽しやすいため玄米品質の変動が大きい．
一方，１９６６年に奨励品種に採用された「ツキミモチ」は，
多収で，ついたもちの伸びが良く食味が良いが，耐倒伏性
が弱く，玄米が小粒で外観品質はやや不良である．また，
「ツキミモチ」は，出穂が不揃いで，原種生産や採種農家

の栽培管理における大きな問題点とされている．
　このような背景のもと，筆者らは栽培しやすく，玄米外
観品質やもちの食味が良好な糯品種の育成に取り組み，
「ココノエモチ」を母本，「白山もち」を父本として耐倒
伏性やいもち病に強く，穂発芽しにくい栽培特性を有し，
大粒で玄米外観品質やもちの食味が良好な「ふさのもち」
を育成した．「ふさのもち」は中生品種であるが，移植時期
を調整することで晩生品種「ツキミモチ」の代替として経
営に導入することが可能である．
　ここに本品種の来歴，育成経過及び特性の概要について
報告する．
　なお，品種育成にあたり，奨励品種決定調査の基本調査
及び現地調査で担当された千葉県農林総合研究センタ－生
産技術部水田作研究室（以下千葉市とする），同育種研究所
水稲育種研究室成東育成地（以下山武市とする）の関係各
位，並びに現地調査の担当農家である干潟町（現旭市）の
堀江勇造氏，栄町の鈴木芳一氏，大栄町（現成田市）の宮
野茂氏，佐倉市の三門増雄氏には多大なご協力を頂いた．
また佐原市（現香取市）の坂下製菓，九十九里町の中村製
菓，干潟町（現旭市）の大新食品株式会社にはもちに関す
る情報やもち加工についての助言ともちの加工試験に多大
なご協力を頂いた．ここに記して深く謝意を表する．

Ⅱ　育成経過

１．育種目標及び交配

　新品種の育成にあたり，育種目標を耐倒伏性，耐冷性及
びいもち病抵抗性が強く，穂発芽しにくいなど栽培特性に
優れ，玄米が大粒で外観品質が良く，もちの食味が良好な
品種とした．
　「ふさのもち」の系譜図を第１図に，育成経過を第１表，
第２図に示した．
　交配組合わせは，中生でいもち病抵抗性や耐倒伏性に優
れ，ふ先色があり，玄米外観品質が良好な大粒の「ココノ
エモチ」（赤間ら，１９８８）が交配母本，晩生で耐倒伏性が
強く，玄米外観品質，もち質が良好な大粒の「白山もち」
（松本ら，１９８８）が交配父本である．交配は１９９４年 ８月に
佐原市（現香取市）にある千葉県農業試験場北総営農技術

 
受理日２０１１年８月２２日
＊１現千葉県農業大学校
＊２元千葉県農林総合研究センター
＊３元千葉県農業総合研究センター
＊４故人
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第１図　「ふさのもち」の系譜図

第２図　「ふさのもち」の育成系統図

指導所水田作営農研究室（現千葉県農林総合研究センタ－
育種研究所水稲育種研究室，以下育成地とする）で行った．
交配番号は佐交９４-７３である．
２．雑種集団の養成（F１世代～F３世代）

　１９９４年１２月～１９９５年 ４月に世代促進温室でＦ１世代の 
５個体を養成した．
　１９９５年６月～１０月にF２世代を圃場で集団養成し，１９９５年
１２月～１９９６年 ４月にF３世代を世代促進温室で集団養成し
た。
３．個体選抜（F４世代）

　１９９６年に圃場でＦ４世代１５００個体を１本植えで栽培し，
個体選抜を行った．圃場では，受光態勢が良好で収量性に
優れ，不稔が少なく大粒で登熟の良い個体を選抜し，この
中から個体の一部を籾摺りし，玄米外観品質が良好な２６個
体を選抜した．

４．単独系統選抜（Ｆ５世代）

　１９９７年にはF５世代の２６系統の単独系統を １系統２４個体
を １本植えで栽培した．圃場では，草丈が短く受光態勢が
良好で，倒伏及びいもち病の発生が少なく，収量性及び稔
実性に優れ，形質にばらつきが見られない系統を選抜した．
さらに個体の一部を籾摺りし，室内で玄米外観品質が良好
な ７系統を選抜し，これらに「９８５１４」から「９８５２０」まで
の試験番号を付与した．
５．系統群系統選抜及び生産力検定試験（Ｆ６世代以降）

　１９９８年のＦ６世代は系統群系統として ７系統群２８系統を
栽培し，形質の固定を図った．また生産力検定試験と耐冷
性，いもち病圃場抵抗性，穂発芽性等の特性検定を行い，
供試した２８系統の中から「９８５１６」を選抜し，「佐系糯１１８」
の系統番号を付与した．「９８５１６」は成熟期が「ツキミモチ」
より１０日早く，耐倒伏性やいもち病に強く，耐冷性に優れ，
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第１表　「ふさのもち」の育成経過

穂発芽しにくかった．また，玄米は大粒で外観品質が良く，
ついたもちの食味が良好であった．
　１９９９年にはF７世代の「佐系糯１１８」の系統群 ５系統を養
成し，形質の固定を図った．また，奨励品種決定調査の基
本調査及び現地調査（干潟町），並びに耐冷性，いもち病
圃場抵抗性，穂発芽性等の特性検定試験に供試した．基本
調査では，「佐系糯１１８」は成熟期が「ツキミモチ」より ８
日早いものの，短強稈で，耐倒伏性が強く，穂発芽性は難
で，耐冷性に優れ，葉いもち及び穂いもちに強かった．収
量は「ヒメノモチ」並であったが，玄米は大粒で外観品質
が良く，ついたもちの伸びと粘りが良く，食味が良好であ
った．これらの調査結果から同系統を有望と認め，「千葉
糯２３号」の地方番号を付与した．
　２０００年は，前年と同様に，F８世代について系統群系統選
抜に供試し形質の固定を進めるとともに，奨励品種決定調
査及び特性検定試験に供試した．現地調査を干潟町で実施
した．
　その結果，「千葉糯２３号」は精玄米重が「ヒメノモチ」
に比べやや少なく，特に多肥栽培で少なかったものの，耐
倒伏性に強く，いもち病検定ではいもち病に強いなどの優
れた特性を示したことから，有望系統とした．
　２００１年以降も，系統群系統選抜に供試し形質の固定を図
るとともに，奨励品種決定調査並びに耐冷性，いもち病圃
場抵抗性，穂発芽性等の特性検定試験に供試した．
　２００１年は，F９世代を奨励品種決定調査並びに現地調査

（栄町）に供試した．育成地における奨励品種決定調査で
は多肥栽培で玄米外観品質が優れたことから有望系統とし
た．
　２００２年は，F１０世代を育成地での奨励品種決定調査に加え，
山武市で生産力検定試験（奨励品種決定調査現地調査を兼
ねる）並びに栄町と佐倉市で現地調査に供試した．育成地
及び山武市ではやや多収で，玄米外観品質は良好であった．
栄町と佐倉市では対照品種に比べ耐倒伏性が強く，玄米外
観品質も良好であった．
　２００３年は，F１１世代を育成地及び現地調査（山武市，栄町，
佐倉市）に供試した．対照品種に比べ多収を示し，玄米外
観品質も良好であった．
　２００４年は，F１２世代を供試し，育成地では収量は「ツキミ
モチ」と同程度で，山武市では多収を示した．玄米外観品
質も良好であった．
　２００５年は，F１３世代を供試し，育成地では収量は「ツキミ
モチ」と同程度で，山武市では多収を示した．玄米外観品
質も良好であった．現地調査に大栄町（現成田市以下成田
市とする）を加え供試した．栄町，佐倉市，成田市では収
量は対照品種と同程度であったが，耐倒伏性が強く，玄米
外観品質が良好であった．
　２００６年は，F１４世代は奨励品種決定調査に千葉市を加え供
試した．育成地，千葉市及び山武市では「ツキミモチ」に
比べ収量は同程度であったものの耐倒伏性や玄米外観品質
が良好であった．
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第３表　生育及び病害発生程度

第２表　苗の生育（育成地）

第４表　耐冷性検定試験（育成地）

第５表　穂発芽性検定試験（育成地）

栄町と成田市での現地調査では対照品種に比べ，耐倒伏性
が強く玄米外観品質が良好で，概ね多収を示した．
　以上，奨励品種決定調査並びに特性検定試験の結果から，
「千葉糯２３号」は，耐倒伏性や耐病性，穂発芽性等の栽培
特性が優れ，玄米は大きく，外観品質が良好で，ついたも

ちの色，味，伸び，こし（弾力性）の強さ等の加工特性も
良好であると認められた．
　千葉県は「千葉糯２３号」を育種目標にかなう優良系統と
認め品種名を「ふさのもち」と命名し，２００７年 ３月２２日に
種苗法にもとづく品種登録を申請した．また，２００６年に千
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第６表　いもち病真性抵抗性遺伝子の推定（育成地）

葉県農業総合研究センタ－において実施した食味試験及び
２００７年に県内の糯米生産者を対象に実施した栽培・加工試
験で良好な評価が得られ普及性が認められたことから，千
葉県は２００９年１１月に「ふさのもち」を県の奨励品種に採用
した．
　「ふさのもち」は２０１０年 ３月１１日付けで品種登録され，登
録番号は第１９２６６号である．

Ⅲ　特　　性

　特性については審査基準国際統一委託報告書（社団法人
農林水産先端技術産業振興センター，２００４）の種苗法特性
分類と調査基準案に従い，育成地での観察及び調査データ
に基づき分類した．「ふさのもち」の種苗特性分類一覧は附
表のとおりである．なお，本文中の種苗特性分類一覧にお
ける「ふさのもち」の特性は“”で標記した．
１．形態的特性 

　稚苗育苗による苗の草丈は「ツキミモチ」よりやや長く，
「ヒメノモチ」と同程度である．地上部乾物重は「ヒメノ
モチ」と同程度で「ツキミモチ」より重く，地上部乾物重
草丈比も大きく，苗は充実している（第２表）．
　附表のとおり，分げつ期の葉身や葉鞘の色は「ツキミモ
チ」や「コシヒカリ」と同等の“緑色”である．出穂期の
止葉の直立程度は“半立”で，成熟期は“水平”である．
「ふさのもち」の稈長は７４cmで「ツキミモチ」より１３cm，
「コシヒカリ」より１７cm短く“やや短”である．穂長は
２０.０cmで，「ツキミモチ」と同程度，「コシヒカリ」より
１.３cm短く，区分では“中”である．穂数は ４０８本/㎡，「ツ
キミモチ」，「コシヒカリ」とほぼ同程度で区分としては
“中”である（第３表）． 草型は中間型に分類される（デ
－タ省略）．
　「ふさのもち」の最長芒の長さは“やや短”であり，「ツ
キミモチ」や「コシヒカリ」よりやや長い．芒の色は出穂
期後初期は“淡赤”であり，登熟が進むに従って濃くなり，

成熟期の色は“褐”である．外穎先端の色（ふ先色）は
“赤”である．
　出穂後初期の穎色（内外頴の色）は淡いが，成熟期には
“茶”となる．「ツキミモチ」や「コシヒカリ」の成熟期
における穎色は“黄白”である．
２．生態的特性

　１早晩性
　「ふさのもち」の出穂期は「ツキミモチ」より３日，「コ
シヒカリ」より５日早く，成熟期は「ツキミモチ」より４
日，「コシヒカリ」より５日早い（第３表）．千葉県では中
生，種苗特性分類調査では早生の中に属する．
　２耐倒伏性
　稈長は「ツキミモチ」より短く稈質は強い．耐倒伏性は
「ツキミモチ」より明らかに優り”強”である．
　３障害型耐冷性
　穂ばらみ期に１７℃，日長 ４時間で７日間の冷温処理を行
った「ふさのもち」の不稔率は，耐冷性が“強”の「コシ
ヒカリ」より低くなり，障害型冷害に対する耐冷性は“強”
である（第４表）．
　４穂発芽性
　「ふさのもち」の穂発芽検定試験における３ヵ年間の発芽
率は，穂発芽性が“難”の「コシヒカリ」よりやや高く，
穂発芽性が“やや難”の「ツキミモチ」並であり，「ヒメ
ノモチ」の“易”より明らかにしにくい（第５表）．
　５いもち病抵抗性
　４葉期の幼苗に噴霧接種したいもち病の ３菌系（レース
番号００７，０３３，０３５）に対する反応から，「ふさのもち」の
いもち病真性抵抗性遺伝子型は「愛知旭」と同じPiaと推定
された（第６表）．
　いもち病圃場抵抗性は，葉いもちに対しては「コシヒカ
リ」より明らかに強く，「ツキミモチ」と同程度の“極強”
である．穂いもちに対しては明らかに「コシヒカリ」や，
「ツキミモチ」より強い“極強”である（第７表）．
３．収量性
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第８表　生産力検定試験における「ふさのもち」の生育と収量

第７表　いもち病圃場抵抗性検定試験（育成地）

　育成地での標準施肥（a当り窒素施用量：基肥０.６kg，追
肥（穂肥）０.３kg）の「ふさのもち」の精玄米重は，５６.７kg/a
であり，「ツキミモチ」，「ヒメノモチ」と同程度であった．
多肥（ａ当り窒素施用量：基肥０.９kg，追肥（穂肥）０.３kg）
の精玄米重は５６.０kg/aで，「ツキミモチ」と同程度，「ヒメ
ノモチ」と比べるとやや多かった．少肥（ａ当り窒素施用
量：基肥０.３kg，追肥（穂肥）０.３kg）の精玄米重は５４.９kg/a
であり，「ツキミモチ」，「ヒメノモチ」と同程度であった．

千葉市における標準施肥（ａ当り窒素施用量：基肥０.６kg，
追肥（穂肥）０.３kg）の精玄米重は６４.１kg/aであり，「ツキ
ミモチ」に比べ１３％多かった．また，少肥（ａ当り窒素施
用量：基肥０.３kg，追肥（穂肥）０.３kg）の精玄米重は５８.４kg/a
であり，「ツキミモチ」に比べ１２％多かった．施肥量の多少
にかかわらず，「ふさのもち」の収量は「ツキミモチ」に
比べ同程度か，優る結果であった（第８表）．
４．玄米の特性及び精米歩合
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第１０表　玄米の粒厚分布（育成地）

第１１表　搗精試験における玄米白度,水分と精米歩合（育成地）

第１２表　奨励品種決定基本現地調査圃における生育及び収量

第９表　玄米の形状（育成地）

　育成地における標準施肥の玄米千粒重は２３.４ｇであり，
「ツキミモチ」に比べて１６％大きく，「ヒメノモチ」に比
べ５％大きい．また千葉市においても「ツキミモチ」に比
べ１８％大きい．玄米外観品質は，育成地及び千葉市におい
て「ツキミモチ」より良好であった（第８表）．
　玄米の長さは「ツキミモチ」に比べ０.５４mm，「コシヒカ

リ」に比べ０.２４mm長く，幅は「ツキミモチ」，「コシヒカ
リ」に比べ，０.１７～０.１９mm長い．また，玄米の厚さは「ツ
キミモチ」に比べ０.０８mmで，「コシヒカリ」に比べ０.１５mm
厚い（第９表）．
　玄米の粒厚分布調査では，「ふさのもち」は「ツキミモ
チ」や「ヒメノモチ」に比べ明らかに２.２mm以上の割合が
多く，２.０mm未満の割合が少ない（第１０表）．
　玄米の白度は「ツキミモチ」より低く，精米歩合は精米
時間に関係なく「ツキミモチ」，「ヒメノモチ」と同程度で
ある（第１１表）．
５．県内各地域における適応性

　「ふさのもち」の県内各地域における適応性を評価するため，
１９９９年から２００７年まで奨励品種決定調査現地調査を行った．
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第３図  「ふさのもち」の食味調査結果
　　　 　注１）栽培地：育成地
　　　　　２）栽培方法：標準栽培（２００６年産）
　　　　　３）もち加工方法と加工日：切りもち（２００６年１１年４日）
　　　　　４）もち食味日：２００６年１１月６日
　　　　　５）食味アンケ－ト方法：品種名を明かさず３品種を試食し，各々独立に評価．
　　　　　６）被験者人数：６８  
　　　　　７）食味は総合評価で２（良），１（普通），０（不良）で評価．
　　　　　８）図中の異なる英文字間には，Holm法で有意水準を調整したWilcoxonの
　　　　　　　符号付順位検定により有意（α＝０．０５）であることを示す．

第１３表  もち品質評価（育成地）

　山武市では「ツキミモチ」に比べ成熟期は５日早かった．
　稈長は短く，耐倒伏性が強かった．玄米外観品質が優れ，
精玄米重がやや多かった．また，「ヒメノモチ」に比べ成熟
期は６日遅く，稈長は短く，耐倒伏性に優れた．玄米外観
品質がやや劣ったが，精玄米重がやや多かった．
　栄町では「ヒメノモチ」に比べ，成熟期は１３日遅く，稈
長は短く，耐倒伏性が強かった．玄米外観品質が優ったが，
精玄米重は同程度であった．
　成田市では「ツキミモチ」に比べ，成熟期は７日早く，
稈長は短く，耐倒伏性に優れ，玄米外観品質がやや優り，
精玄米重はやや多かった（第１２表）．「ふさのもち」は，現
地圃場においても耐倒伏性が強く，玄米外観品質が良好で，
精玄米重は対照品種に比べ同程度か，やや多いという結果
が得られ，県内における適応性は高いと認められた．

６．もちの品質及び食味

　育成地で行ったつきたてのもちの食味試験では，「ふさ
のもち」はもちの色が「ツキミモチ」に優り，「ヒメノモ
チ」と同程度であった．また，味が良く，伸びは「ツキミ
モチ」にやや劣るものの，「ヒメノモチ」に優った．こし
の強さ（弾性）は「ヒメノモチ」にやや劣るが，「ツキミ
モチ」に優り，粘りと舌触りは２品種と同程度であった．
総合評価は「ツキミモチ」や「ヒメノモチ」よりやや優っ
た（第１３表）．
　切りもちの煮崩れ調査では，ついたもちの一部をビニ－
ル袋に入れ，もちを硬化させ，のしもちとした．もちつき
後１５～２１日後に縦４ cm，横５ cm，厚さ２ cmの切りもち
とし，翌日に沸騰水を入れたビ－カに入れ，加熱した．投
入後のもちの浮上時間を測定し，もちの煮上がり時間とし
た．さらに浮上したもちを皿に取り煮崩れ程度を観察した．
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第１５表　県内糯品種生産者による栽培・加工評価 （２００７年）

もちの煮上がり時間の特性調査により煮すぎによる煮崩れ
を回避できる．「ふさのもち」の浮上時間は「ツキミモチ」
より長く「ヒメノモチ」と同程度であった．もちの煮崩れ
の状態は「ヒメノモチ」より崩れやすかったが，対照品種
の「ツキミモチ」とほぼ同程度であった（第１４表）．
　また，２００６年には農業総合研究センター職員とその家族
を対象に，切りもちの食味試験を行った．調理方法は被験
者の自由とし，「ふさのもち」，「ツキミモチ」，「ヒメノモ
チ」の食味をそれぞれ「良」，「普通」，「不良」で評価した．
その結果，「ふさのもち」の食味評価は「ツキミモチ」，「ヒ
メノモチ」と比べ有意に優った．「ふさのもち」で特に評
価の高かった項目は，伸び，こし，粘りであった（第３図）．
　２００７年に糯米の栽培と加工販売を行う生産者を対象に県
内５ 地域で「ふさのもち」の栽培・加工評価試験を行った．
その結果，精米やのしもちの他，大粒で見栄えの良い赤飯
等に良好な評価が得られた（第１５表）．

Ⅳ　適地及び栽培上の注意

　「ふさのもち」は，耐倒伏性が強く，穂発芽しにくい特
性をもつことから，これまでの県の糯奨励品種に比べ栽培
しやすい品種である．特に耐冷性やいもち病抵抗性に優れ
ることから，全県下で安定した栽培が期待できる．耐倒伏
性が強いが，多肥栽培しても精玄米重は増えないので土壌
に応じた適正施肥を心がける．耐倒伏性が強いため収穫適
期を逸しやすい．収穫の遅れは玄米の胴割れや着色を助長
するため，適期収穫を行う．「ふさのもち」はふ先色が赤
（登熟初期は淡赤色，後期は赤褐色に変わる）である．こ
の特性は県の奨励品種の「ヒメノモチ」や粳の奨励品種と
異なるので品種判別に利用できる．

第１４表　切りもちの煮崩れ調査（育成地）
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第１６表　移植時期と成熟期及び収量の関係（育成地）

第４図  「ふさのもち」の育成従事者
注）水稲育種研究室の柳田信子，楫取勝，石井喜美子，橋本すみ子，篠塚敏の各氏には
　　調査，種子調整及び圃場管理に尽力頂いた．　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅴ　命名の由来

　千葉県が育成した水稲糯品種であることを表すために，
房総をイメ－ジする「ふさ」と稲の糯品種であることを表
す「もち」を組み合わせて「ふさのもち」と命名した．

Ⅵ　育成従事者

　「ふさのもち」の育成の従事者は第４図のとおりである．

Ⅶ　考　  察

　「ふさのもち」は，玄米が大粒で外観品質が優れ，食味
が良く，のしもちなど加工品の評価が高いことなどから従
来の奨励品種より優れる．この特性から，もち米として広
域に流通するだけでなく，直売所などを販路としたもち加
工品としての流通にも期待できる．
　千葉県担い手支援課調べ（未発表）によると，県内の直
売所におけるおこわや赤飯，のしもち，かきもちなどもち
加工品の販売額は全体の２０％程度を占め，直売所の主力商
品のひとつになっている．もち米生産者にとってもち米の

加工は十分可能であることから，「ふさのもち」は直売所に
おけるもちの加工販売を通して生産者の所得向上に貢献す
ると考えられる．
　中生品種の「ふさのもち」は，晩生粳品種の「コシヒカ
リ」より成熟期が５日程度早い．しかし，「ふさのもち」
の播種，移植時期を ４月２５日移植の「コシヒカリ」より２０
日程度遅くすると，「コシヒカリ」より成熟期は５日程度遅
くなった．「ふさのもち」は，播種・移植時期を遅らせて
も倒伏，収量，粒大，玄米外観品質は良好であった（第１６
表）．
　このように，中生品種の「ふさのもち」は，慣行栽培よ
り晩播しても収量や玄米外観品質が変わらないので，２００８
年度に奨励品種を廃止された晩生品種の「ツキミモチ」の
代替が可能で，「コシヒカリ」の後に収穫を行うことができ
る．

Ⅷ　摘　　要

　耐倒伏性，耐冷性及びいもち病抵抗性が強く，穂発芽し
にくいなど栽培特性に優れ，大粒で玄米の外観品質，食味
のよい糯品種を育成するため，１９９４年に「ココノエモチ」
を交配母本に「白山もち」を交配父本として交雑を行った．
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この組合せの後代から「ふさのもち」を育成した．２０１０年
に品種登録された「ふさのもち」の特性は以下のとおりで
ある．
１．「ツキミモチ」より出穂期は３日程度，成熟期は４日程
度早い中生の糯品種である．

２．稈長は「ツキミモチ」より短く，耐倒伏性は強い．
３．いもち病圃場抵抗性は葉いもち，穂いもちとも“極強”，
穂発芽性は“やや難”で，耐冷性は強い．

４．玄米は大きく外観品質は良好で，収量性は高い．もち
は色が良好で，良食味である．

５．ふ先色は出穂後は淡赤色で成熟期は赤褐色，成熟期の
穎色は茶色である．
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附表　   種苗特性分類一覧
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写真１　「ふさのもち」の株標本
　　　　「ツキミモチ」（左），「ふさのもち」（中央），「コシヒカリ」（右）

写真２　「ふさのもち」の草姿
　　　　「ふさのもち」（左），「ツキミモチ」（右）

写真３　「ふさのもち」の籾及び玄米
　　　　「ツキミモチ」（左），「ふさのもち」（中央），「コシヒカリ」（右）
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Breeding of ‘Fusanomochi’, a New Glutinous Rice Cultivar 
with Large Grain Size, Good Grain Quality and

Excellent Eating Quality

Tadashi NAGASHIMA, Reiko HAYASHI, Yasuyuki NISHIKAWA,
 Kouichi SAITOU, Kiyosi WADA, Yutaka KOYAMA and 

Tomio WATANABE

Key words : paddy rice, large grain size, glutinous quality, grain quality, eating quality

Summary

　‘Fusanomochi’, a new glutinous paddy rice (Oryza sativa L.) cultivar, was developed in 1994 from a cross 
between ‘Kokonoemochi’ and‘Hakusanmochi’to improve on some desirable characteristics ,including 
glutinous quality. It was registered in 2010.  The main features of ‘Fusanomochi’ are as follows.
1. Heading in ‘Fusanomochi’ occurs 3 days earlier than in ‘Tsukimi-mochi’, and maturity is 4days ear-
lier ‘Fusanomochi’ is classed as a medium-maturing cultivar in Chiba Prefecture.
2. The culm length of ‘Fusanomochi’ is shorter than that of ‘Tsukimi-mochi’, and ‘Fusanomochi’ 
has superior lodging tolerance to ‘Tsukimi-mochi’.

3. ‘Fusanomochi’ has high field resistance to leaf and panicle blasts. Its tolerance of cool temperatures 
in the booting stage is sufficiently strong and its degree of viviparity is excellent.

4. The brown rice grain of ‘Fusanomochi’ is large and of high quality. The yield is consistently high, and 
rice cakes made from this cultivar have a good taste and gloss.
5. The apiculous of ‘Fusanomochi’ is pale red at heading and brown at maturity．The hull is brown at 
maturity.
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